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Ⅴ 校内支援体制の充実

本県では、小・中学校等における校内委員会の設置、校内コーディネーターの指名などの校内支
援体制の整備を積極的に進めており、全国的にもトップクラスの整備状況となっています。

特別支援教育のより一層の充実のために、学校や地域の実情に応じた校内体制づくりと同時に、
その機能の強化が求められています。

Ａ中学校での取組＜大規模校＞

【校内支援体制機能の充実】
○校内委員会の活性化(実態調査、情報交換、事例検討等)

○定期的な校内研修の開催<短時間の開催、回数の確保、全教員参加>

・特別支援教育に関する研修の校内研修計画への位置付け（研修機会の確保）

・開かれた校内研修(地域の小・中学校及び幼稚園・保育所等への開催案内)

・個別の教育支援計画の作成に関する演習及び事例検討

・学級経営の在り方と指導や支援のポイント

「授業の展開例」「指示の出し方」「視覚的教材の例」「掲示物の作成・掲示法」等

○校内コーディネーターを各学年に配置

○各学年単位での事例検討や研修の開催による機能強化と効率化

《第１段階》

・同学年会の開催

気になる生徒の情報交換、具体的な指導

や支援について協議

《第２段階》

・コーディネーター会の開催

各学年コーディネーター、教育相談担当

(チーフ兼務)、スクールカウンセラーの

参画による指導や支援の方法の検討

《第３段階》

・全教員による支援体制

気になる生徒への支援についての共通理

解＜職員会議、職員朝礼等＞

Ｂ小学校での取組＜小規模校：各学年単学級＞

【校内支援体制機能の充実】
◎校内支援委員会を全教職員で組織

＜全教員で全児童を支援できる小規模校のよさ＞

○「支援資源シート（校内支援用）」の作成

○児童生徒の長所や能力などの個性を生かした支

援の実践記録

○校内支援委員会における支援の方針等の検討

○全教職員が日々の実践記録や研修記録を整理・

保管するファイルの作成

○校内支援体制の見直し

・校内コーディネーターが中心となった事例の

検討

・校内コーディネーターが児童への指導や支援

を行う時間の確保

・参観日等に、校内コーディネーターが保健室

で待機できる校内体制＜保護者からの相談に

即時対応＞

１ 校内支援体制の機能の充実

中学校における校内支援体制

支援資源シート（校内支援用）
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【特別支援教育に関する全体構造図の作成】

○特別支援教育推進のための構想図の作成

＜作成の意図＞

・校内支援委員会の役割の明確化

・校内コーディネーターの役割の明確化

全教員で確認

・校内支援体制の機能を強化

【中学校時期の発達段階を考慮した校内支援体制の整備－進路指導を中心に－】

○発達障害のある生徒への支援の充実に

向け、進路指導に焦点を当てた校内支

援体制の整備

○定例職員会議において、全教職員の参

加による校内支援委員会を開催

○本人の学習に対する意識、授業中の取

組、成績の変化等を全教職員で繰り返

し検討

○本人や保護者が希望する卒業後の進路

の実現に向け、全教職員が「一人一支

援」の協働

Ｃ地域での取組＜大規模小・中学校＞

【「支援ミーティング」の開催】
学級担任の気付きを基に、支援を必要とする児童生徒

の実態を全教員で共通理解し、関係機関との連携を深め、

支援に結び付けるための校内支援体制を工夫した。

○目的

・支援を必要とする児童の実態把握

・具体的な指導や支援について協議

○参加者

・学級担任

・校内コーディネーター

・養護教諭

・生徒指導主任

・特別支援学級担任

○「校内支援委員会」での検討

・全校体制による指導や支援が必要と判断された場合

特別支援教育全体構想図（イメージ）

校内支援体制

一人一支援分担表
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【「個別の記録シート」の作成と活用】

○「支援ファイル」

・協議内容や児童生徒についての情報を記録

・各学年用の「支援ファイル」

・支援の記録の累積と次学年への引継

○目的

・児童生徒理解の深化と支援の見直し

○記録者

・学級担任と校内コーディネーターが整理

○内容

・日々の実践記録の整理

・児童生徒の課題だけでなく、長所も記述

・これまでの対応と今後の支援

○活用

・「支援ミーティング」や「校内支援委員会」

での参考資料

【「オーダーメイドマニュアル」の作成と活用】

○目的

・教員間で児童生徒への支援の共有化(個々の場

面での指導や支援をマニュアル化)

・適切な支援の共通理解と不適切な対応の回避

○作成方法

・支援にかかわった教員が記載し、記録を累積

○効果

・特定の児童生徒に対する支援だけでなく、他の

児童生徒への支援の参考資料となった。

・学級担任一人で問題を抱え込む状況はなくなり

多くの教員の支援を受けながら、学級経営、学

習指導を進めていくことができた。

・中学校では、学級担任以外に各教科や部活動顧

問などとの連携につながった。

【「特別支援教育Ｑ＆Ａ」の作成】

○小学校で、校内コーデ

ィネーターが作成した

ものを基に作成

○校内の全教員に配付

○新しく着任した教員に

も配付し、常に手元に

置いて活用

「個別の記録シート」の様式

オーダーメイドマニュアル様式

オーダーメイドマニュアル

Ｑ＆Ａ表紙 Ｑ＆Ａ目次
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発達障害を含め障害のある幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを的確に把握し、長期的な視点に

立ち、医療、保健、福祉、労働等の関係機関と連携して支援を継続できるツールとして、「個別の教育支

援計画」の作成を推進しています。

幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導や支援を長期間にわたり、校種間を超えて継続

していくためには、各学校において、「個別の教育支援計画」を引き継ぎ、活用していく体制とともに、

校種間の引き継ぎの仕組みづくりについて、地域や学校の実情に応じた工夫をすることが求められます。

校種間での支援の継続ができる体制作りは、保護者も安心して学校に教育を委ねようという気持ちに

つながり、早期発見・早期支援や保護者と学校との信頼関係の構築につながります。

Ａ地域での取組

○小・中学校情報交換会(相互参観）と「出

前授業」の活用

○中学校区にある小・中学校の校内コー

ディネーターによる情報交換会

・実態把握ための記録用紙「児童生徒

実態調査票」の書式の統一化

○入学前に実施する小・中学校連絡会へ

の校内コーディネーターの参加

・一斉指導の中での学習内容を理解し

やすい個別の支援の方法

・効果的であった指導や支援の方法

・効果がなかった、あるいは逆効果で

あった指導や支援の方法

○幼稚園・保育所と小学校の連携

・就学時健康診断、仮入学、幼稚園・

保育所の学芸会等での事前の実態把

握と連絡協議

○小学校入学前の小学校と幼稚園・保育

所との連絡協議会

○幼稚園・保育所の職員の校内研修会へ

の参加

Ｂ地域での取組

○ふれあい学習

・中学校の英語の授業への参加、部活動の体験、小・中学

校合同運動会等の実施

・６年生の児童が中学校の学校生活に適応しやすくなるこ

とをねらいとして実施

○授業研究会

・小学校から中学校への学習面での支援の継続

・中学校入学前後の児童生徒の学習や生活面での様子に基

づいた授業の進め方

・一人ひとりの課題に応じた指導や支援 等

○「支援資源シート（中学校への引継ぎ用）」を活用した小・

中学校の連携の強化

○小・中学校合同の授業研究会の計画的な実施と授業改善等

２ 校種間の連携

児童生徒実態調査票
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【支援資源シートを活用した小・中学校の連携の強化】

○児童一人ひとりの課題に応じた支援を小学校から中学校へ継続

○「支援資源シート（中学校への引継ぎ用）」の作成

＜小学校の校内コーディネーターと６年の担任とが協力して作成＞

○入学時の校内支援委員会で、生徒の課題、指導や支援の方法を全教職員で共通理解

支援資源シート～よりよい中学校生活に向けての引継ぎ～

平成 年度

児童氏名 性別 中学校に在籍している兄や姉

家庭の様子(保護者の状況、本人への期待等) 6 年担任のｺﾒﾝﾄ(性格、学級内での様子、得意な面など)

実情や支援

○効果あり １・２年 ３・４年 ５・６年

●効果なし、逆効果

学習

生活

友人関係

出欠状況

その他

支援資源シート（中学校への引継ぎ用）

【 小・中学校合同の支援会議の実施】

◎小・中学校の全教職員が参加し、全児童生徒の課題に応じた指導や支援について協議

【６月の支援会議（中学校会場）】

○中学校１年の生徒を対象に実施した実態調査を基にした協議

・「中学校生活への安心と不安に関するアンケート調査(中学校版)ＥＡＳＹ」

＊EASY：(Expectation and Anxiety for Junior High School Life Assessment in Yamaguchi)

○中学校生活での様子について情報交換、具体的な指導や支援方法について協議

【11月の支援会議（小学校会場）】

○小学校６年児童一人ひとりの特徴や具体的な支援の引継ぎのための情報交換

【小・中学校合同の授業研究会の計画的な実施と授業改善 】

◎小・中学校合同の授業研究会を年間２回実施

◎授業研究に先立ち、各学校の校内研修会において、授業を参観するための視点を整理

【１回目の授業研究会（６月：中学校会場）】

○１年の生徒を対象に数学科の授業

・生徒が理解しやすい指示、視覚的にとらえやすい教具の提示法などについて協議

・小学校６年時と比較した生徒の状況について協議

【２回目の授業研究会（11月：小学校会場）】

○６年の児童を対象に国語科の授業

・コミュニケーション能力の向上と中学校入学を意識した発表や話合い活動に重点を置いた学習展開

・指導や支援をいかに中学校に滑らかに移行するかという視点からの協議

・中学校入学に向けて養いたい力など指導や支援の方向性の確認
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Ｃ地域での取組

◎小・中学校間で支援の継続を図ることができるシステムの確立

○小・中学校の教員による情報交換会

・支援の必要な児童生徒の実態と支援の方向性の確認

・個別の指導や支援の計画についての見直し

○小・中学校間相互の授業公開・参観

○スクールカウンセラーの参画

・中学校に配属されているスクールカウンセラーによる小学校の保護者の心理的援助

○ボランティア等の外部人材の参画

小学校から中学校への滑らかな支援の継続が重要ですが、その際、小学校における児童一人ひとり

の困難さへの支援の継続だけではなく、中学校生活を視野に入れた支援や、児童の多くが自己洞察が

深まる思春期にさしかかった時期であることにも留意しなければなりません。

発達障害のある児童の場合、適切な行動ができない経験が重なると、自己肯定感を保ちにくくなり、

不適応行動等の二次的な問題が生じることがあります。

【「個別の教育支援計画」の作成と活用】

○「個別の教育支援計画」を活用した小学校から中学校への支援の継続

○「支援ミーティング」の記録と「個別の記録シート」の累積による個別の教育支援計画の作成と見直し

○「支援ファイル」や「オーダーメイドマニュアル」による個別の教育支援計画の見直し及び次学年

への支援の引継

○校内研修での事例検討会の実施

・全教員の特別支援教育の理念、自立という視点、個別の支援の充実についての理解

・的確な実態把握とＰＤＣＡサイクルによる「個別の教育支援計画」の充実

【特別支援学校のセンター的機能の活用】
◎特別支援学校のセンター的機能を活用し、「合同支援会議」を開催する地域支援ステムの確立

○特別支援学校の地域コーディネーターが連絡・調整

○小・中学校が連携して実施

【第１回合同支援会議】

○来年度中学校に入学する、個別の支援が必要だ

と考えられる児童についての情報交換等

○参加者

・地域コーディネーター

・小・中学校の校内コーディネーター

・生徒指導主任 ・教育相談担当

・スクールカウンセラー ・養護教諭

○成果

・中学校の教員は、児童の特性と小学校での指

導や支援について知ることができた。

・小学校の教員は、中学校入学までの支援の見

直し、高学年での支援の充実を図った。

【第２回合同支援会議】

○中学校入学を控えた児童の保護者を交えての合同支援会議

○参加者

地域コーディネーター、小・中学校の校内コーディネーター、該当児童の担任、保護者、

近隣の特別支援学校教育相談担当

○効果

・保護者の思いを聴き、中学校の受け入れ体制の整備に有効であった。

・公開授業と同日開催し、支援が必要とされる児童生徒の学習場面での様子を基に、支援の継続

性や有効性と今後の支援の方向性について協議できた。

合同支援会議（イメージ）
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発達障害を含め障害のある幼児児童生徒一人ひとりの実態を的確に把握し、早期から適切な指導

及び必要な支援を行うことが重要です。このため、小・中学校等における校内支援体制の整備や地

域における医療、福祉等の関係機関と連携した相談支援体制の整備とともに、保護者や地域に対す

る理解・啓発も必要となります。

Ａ中学校での取組

【保護者や関係機関との連携】
○特別支援教育に関する理解・啓発用リー

フレットの作成・配布

・学期末の個人懇談時に、小・中学校の

すべての保護者に配付

○自治会との連携

・自治会の回覧板を活用した理解・啓発

・リーフレットの地域の方々への回覧

○各幼稚園・保育所との連携

・理解・啓発用リーフレットの掲示

○就学時健康診断(小学校)での配布

○仮入学(中学校)での配布

Ｂ小学校での取組

【リーフレットの作成と配布】
○目的

・保護者に対する支援や特別支援教育への理解・
啓発

○作成・配布
・各学期末の懇談会前に作成・配付

○活用
・担任が支援の必要な子どもの保護者と話し合う

際の参考資料
○内容

＜１学期＞発達障害のある子どもの状態と通級指
導教室の紹介

＜２学期＞通級指導教室に通級している子どもの
学習の様子や保護者の思い等

○効果

・ 発達障害の子どもの学習面、行動面における
困難さと具体的な姿が書かれているので保護者
は自分の子どもの姿と重ね合わせて支援の必要
性を感じた。

・ 通級指導教室を利用する児童や保護者の率直
な感想等を紹介したことで、支援の必要性を感
じている保護者が安心して教育相談に訪れた。

【保護者の感想等】

・ わが子は集中力が続かないのが悩みだったのですが、本人に聞いたところ、授業中は以前に比
べて集中しやすくなったと話していました。また、楽しそうに通っているのでありがたいです。

・ 本人が、ことばの教室に行くことが楽しいようです。少しずつ国語が分かるようになり、クラ
スでの国語の時間も楽しいと言うようになりました。

・ ことばの教室に通うようになり、少しずつですが、何事に対しても積極的になってきたように
思います。字もていねいに書こうという姿勢が見られるようになりました。

３ 保護者や地域への理解・啓発 －リーフレットの活用等－

リーフレットの例

リーフレットの例


